
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

   表紙の題字を寄せてくださった皆さま 
（順不同） 

 
佐藤 徳人 さん 
丹藤 剛 さん 

中川原 智枝 さん 
藤根 亨 さん 
和田 康汰 さん 
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守る会の基本理念（三原則） 

一 決して争ってはいけない 
争いの中に弱いものの生きる場はない 

一 親個人がいかなる主義主張があっても、重症児運動に参加する者は党

派を超えること 
一 最も弱いものをひとりももれなく守る 
 
 
親の憲章（親の心得） 

（生き方） 
一 重症児をはじめ、弱い人びとをみんなで守りましょう。 
一 限りなき愛をもちつづけ、ともに生きましょう。 
一 障害のある子どもをかくすことなく、わずかな成長をもよろこび、 

親自身の心をみがき、健康で豊かな明るい人生をおくりましょう。 

（親のつとめ） 
一 親が健康で若いときは、子どもとともに障害を克服し、親子の愛のき

ずなを深めましょう。 
一 わが子の心配だけでなく、病弱や老齢になった親には暖かい思いやり

をもち、励まし合う親となりましょう。 
一 この子の兄弟姉妹には、親がこの子のいのちを尊しとして育てた生き

方を誇りとして生きるようにしましょう。 

（施設や地域社会とのつながり） 
一 施設は子どもの人生を豊かにするために存在するものです。施設の職

員や地域社会の人々とは、互いに立場を尊重し手をとり合って子ども

を守りましょう。 
一 もの言えぬ子どもに代って、正しい意見の言える親になりましょう。 

（親の運動） 
一 親もボランティア精神を忘れず、子どもに代って奉仕する心と行動を

起こしましょう。そして、だれでも住みよい社会を作るよう努力しま

しょう。 
一 親の運動に積極的に参加しましょう。親の運動は主義や党派に左右さ

れず、純粋に子どものいのちの尊さを守っていきましょう。 
 
          第１８回全国大会（１９８１年６月１３日）にて採択  
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２０周年を迎えて 
 

 青森県重症心身障害児（者）を守る会 

 会 長     谷 川 幸 子 

 

 多く 皆様方 温かいご支援・ご協力 もと、当会 設立 20 周年を迎えることができ

ました。歴代 会長・役員・会員を代表して、心よりお礼を申し上げます。 

 

 当会 設立 平成８年 ことです。当時、県内 青森・弘前・八戸地区でそれぞれ活

動をしていた仲間と、二つ 国立病院 重症児病棟に入所している親たちが集まり、

県支部が結成されました。それまで親たち 、各地域で細々と活動をしていた です。

我が子 将来を考えた時、不安な気持ちでいっ いでした。全国守る会 ご指導 も

と、「守る会」という一つ 組織になったことで、希望 光が見え始めました。 

 20 年前を振り返ると、青森県においても義務教育修了後 高等部へ 進学や、卒

業後 通所先等、重症児者にとって とても厳しい環境でした。会が発足したことによ

り、組織として行政に課題を提示し、よりよい方策をともに考えていくことができるように

なりました。 

 実際、発足当時に比べると、卒業後 進路について かなり門戸が広がりました。し

かし地域 格差 まだまだ見られます。特に下北地域 福祉 社会資源が不足して

おり、親たち 発足当時と同じ様な不安な気持ちを抱えています。また、医療再生計画

により、県立施設 あすなろ・さわらび医療療育センターが、療育福祉センターと名称

変更となり、医療を伴う重症心身障害児施設から福祉施設に転換となりました。そし

て、医療度 高い子どもたち 青森病院が担うことになりました。しかし、在宅で生活す

る重症児者が増えており、医療的ケア ある子どもたち 短期入所 場 不足しており

ます。私たち 、今後も課題解決 ために行政や関係方面に声を届けていきたいと思

います。 

 学校教育に目を転じると、現在、高等部へ 進学 希望すれ 全員が入学できるよ

うになりました。また、青森病院・八戸病院 学齢超過者 方々について 、教育庁と

懇談を重 た結果、早期に希望者 義務教育入学が実現しました。２年間 義務教

育修了後 高等部で 3 年間と、有意義な時間を過ごしており、本人たち 表情がとて

も豊かになったという声が家族や教員 方々よりたくさん聞こえております。重症児者に
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、長く丁寧 教育が必要 あり、教育がもつ力を実感しました。関係者 方々 深く

感謝いたします。 

 こ よう 、福祉や医療、教育を巡る状況が目まぐるしく変わる中、子 もを守っ いく

親 よう あら ら い しょうか。物言え 子 もたち 、常 親 姿

勢を問う いるよう 思います。そ 道しるべ る 、全国守る会が発行し いる

「両親 集い」 す。北浦会長を じめ する先輩 母親たちが、足が棒 よう るま

何度も国会議員 方々 お願い 歩いた活動が、今 施策 つ がっ いるこ を

学びました。守る会 三原則 親 憲章を学びました。そし 、全国 仲間 つ がるこ

が きました。活動を進め いく中 、親も育 られ、障害 子を授かった時 悲しみ

、こ 子 お陰 いう感謝 気持ち 変わっ きました。 

  

さ 全国守る会 ご指導 も 、今年 ６月 18・19 日 ２日間 わたり、ここ青森市

おい 全国大会を開催するこ が きました。支部結成 20 周年を経 、こ よう 大

き 大会 、全国 皆様 研修や交流を深められたこ 、青森県守る会 会員一同

っ 、これから 活動 大き 励み りました。また、開催 よっ 、青森県 重

症児者 課題 提起や理解 促進 、大き 影響をもたらした 思っ おります。 

 

 最後 りますが、私たち 子 も たくさん 方々 ご支援を受け がら、施設や在

宅 生活し おります。常 感謝 気持ちをもち がら、こ 活動 バトンを若い世代

つ い いく決意を申し上げ、皆様へ ご挨拶 させ いただきます。 
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～ お祝い こと  ～ 

「設立２０周年に寄せて」 
 

 

  全国重症心身障害児（者）を守る会  

  会 長     北 浦  雅 子  

 

青森県重症心身障害児（者）を守る会 設立 20 周年を、心よりお祝い申し上げます。 

歴代 会長 もと皆様が心を合わせ、重症児者 い ちを守り、豊かな生活が送れ

るよう活動を続けてこられたことに敬意を表します。また、日頃より会 活動にご理解を

いただいております青森県を じめ、重症児者 医療、福祉、教育 各分野 関係

皆様 ご支援・ご尽力に深く感謝申し上げます。 

青森県支部 、平成６年に開催された「ボランティア育成講座」が契機となって、養

護学校卒業後 通える場を求めて個々に活動されていた親たちがまとまり、平成８年

に支部結成に至ったと記憶しております。当初から在宅会員が中心となって活動を進

められ、重症児者写真展 開催やパンフレット 作成、社会福祉セミナー、交流セミ

ナー、在宅介護支援研修、集団指導療育キャンプなど 各種事業に取り組むとともに、

平成 25 年 10 月に 青森県支部が母体となって成年後見法人後見事業等を行う「Ｎ

ＰＯ法人重症心身障がい者サポートあおもり」を立ち上げられるなど、柔軟な発想で

次々と新しい活動を展開されており、大いに期待を寄せているところです。 

当会で 、昭和 47 年から青森県で巡回療育相談事業を実施してまいりました。北

下北半島 突端まで各家庭を２時間くらいかけて訪 歩き、同行した職員が「東北

重く厚い雪が想像以上に人間 足をストップさせ、家に閉じ込めてしまうことを痛感

させられた。こ 雪と交通 不便さ 病院に行きたくても行けない事情を物語っている。

無医村地区もあり、私たちが都会で『重症児対策』と言っている言葉 重みが、こ 地

域 実情にどれだけ通用するだろうかという思いで胸がいっ いだった」と当時 状況

を語っています。今で 在宅施策も充実してまいりましたが、守る会 原点ともいえるこ

事業を、支部設立後も時折開催されていることを伺い心強く思っています。 
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当会は昨年創立 50 周年を迎え、天皇・皇后両陛下のご臨席のもと記念大会を盛

大に開催することができました。その中で、今日重症児者のいのちが守られ、笑顔で

豊かな生活ができることに感謝申し上げるとともに、今後とも社会の共感を得る運動を

続けていくことをお誓い申し上げました。 

平成 28 年度は第 53 回の全国大会が青森県で開催されます。すでに準備に取り

掛かっていただいているところですが、青森県初となるこの大会が心に残るものとなるよ

う、谷川会長のもと皆で盛り上げていただきたいと願っています。 

おわりに、青森県重症心身障害児(者)を守る会が今後とも「最も弱いものをひとりもも

れなく守る」の理念のもと、社会の共感を得る運動を続けていただきますことをお願い申

し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。 
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全国重症心身障害児(者)を守る会 

東北ブロック長     田 村 輝 雄 

 
青森県重症心身障害児(者)を守る会が設立 20 周年を迎えられましたことを心よりお

祝い申し上げます。 

20 年に亘り歴代会長のもと会員の皆様が心を合わせ、重症児・者のいのちと豊かな

生活を守るために活動を続けてこられましたことに深く敬意を表します。 

また、会を支え、共に歩んで下さった重症児・者の医療・福祉・教育の関係者の皆様

のご支援・ご協力の賜と感謝申し上げます。 

青森県重症心身障害児(者)を守る会は平成 8 年設立以来、初代の成田春洋会長・

二代目の山田寿嗣会長そして現会長の谷川幸子会長夫々の皆様が、重症児・者運動

に熱心に取り組まれ毎年関係官庁に要望書を提出し解題の実現に努力されてきまし

た。 

この熱心さが関係官庁の担当者の心を動かし要望が実現されてきました。具体的に

は、在宅重症心身障害児・者への福祉サービスは生活介護で月間 22～23 日の利用

が可能となり、また、土・日・祭日でも利用可能な施設が増えてきました。 

また、教育面では希望するすべての人たちが高等部に進学できるようになりました。 

平成 21 年には、重症心身障害児・者が安心して暮らせる環境整備のため、地域医

療再生計画の実現を要望し、結果として津軽圏域で医療的ケアの必要な人たちは青

森病院に集約され、県立施設のあすなろ・さわらび両医療療育センターは福祉施設に

転換し、あすなろ療育福祉センター・さわらび療育福祉センターとなりました。 

一方、分会活動も活発に行なわれ支部活動と連動して課題解決に貢献しています

事を心強く思っています。 

現在、障害者総合支援法の施行 3年後の見直しが行われていますが、この中で、重

症心身障害の児者一貫の体制が本当に必要かという声が上がっています。 

平成 24 年につなぎ法に伴う児童福祉法と障害者自立支援法の改正によって児と者

は法律上分かれましたが、特例として児者一貫の療育体制は維持されるという経緯は

ありましたが、今後何が必要でどういう体制が良いのか真剣に考え取り組むことが大事

になってきます。 

結びに、青森県重症心身障害児 (者)を守る会の益々のご活躍と皆様のご健勝をお

祈りいたしますと共に、今後とも「最も弱いものをひとりももれなく守る」の理念のもと、社

会の共感を得る運動を続けていただきますようお願い申し上げ、祝辞とさせていただき

ます。 
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   青森県知事     三 村 申 吾 

 

青森県重症心身障害児（者）を守る会が設立２０周年を迎えられますことを、心から

お祝い申し上げます。 

青森県重症心身障害児（者）を守る会は平成８年に設立されて以来、重症心身障害

児者の命と人権を守り、障害福祉サービスの更なる拡充を願うとともに、重症児者が暮

らしやすい地域社会の実現や重症児者への理解を深めるために活動してこられました。

谷川会長をはじめ会員の皆様には、これまで長年にわたり重症心身障害児者の方々

の福祉の向上に御尽力されておりますことに、深く敬意を表しますとともに、心から感謝

申し上げます。 

さて、「障害者総合支援法」の施行から３年目を迎え、国において、重症心身障害児

者をはじめ、常時介護を要する障害児者等に対する支援や障害福祉サービスのあり方

等について、検討が行われております。 

県といたしましては、国の状況を注視しつつ、すべての県民が等しく人権を尊重され、

障害のある人もない人も共に支え合う中で、その人らしく自立し、安心した生活を送るこ

とができる共生社会の実現に向け、障害者の自立及び社会参加の支援等の基本的施

策を強力に推進することとしており、「青森県障害福祉サービス実施計画（第４期計画）」

に掲げた成果目標の達成に向け、専門性の高い意思疎通支援を行う者の養成研修

事業など、個々具体の施策を推進しているところです。 

引き続き国・市町村・関係者の皆様の御協力を得ながら、福祉サービス等に関わる

施策を着実に進め、保健･医療・福祉・介護それぞれの機関の連携をより一層深め、年

齢や障害の有無などにかかわらず、住み慣れた地域の中で、誰もが共に支え合い、生

きがいを持って、自立し、安心して暮らせる環境づくりに取り組んでいきたいと考えおり

ますので、皆様の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

終わりに、貴会の今後ますますの御発展と、会員の皆様の御健勝を心からお祈り申

し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。 
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青森県教育委員会 

教育長      中 村  充 

 

こ 度、青森県重症心身障害児（者）を守る会が、設立２０周年を迎えられましたこと

を、心からお祝い申し上げます。 

貴会が「最も弱いも をひとりももれなく守る」という理念 下、重症心身障害児（者）

教育や福祉 充実に積極的に取り組んでこられましたことに、あらためて深く敬意と

感謝を表します。 

さて、我が国で 、平成２６年に「障害者 権利に関する条約」を締結し、共生社会

形成に向け、インクルーシブ教育システム構築 ため 特別支援教育を推進してい

るところです。 
県教育委員会におきましても、障害 有無やそ 状態にかかわらず、すべて 児童

生徒が十分な教育を受けられるよう体制整備を進めてまいりました。 
具体的に 、通学困難な児童生徒に対し、教員が家庭等を訪問して行う訪問教育

を実施したり、病気治療で入院している児童生徒 ために院内に分教室を設置したり

するなど、家庭や病院等 関係機関と連携しながら、児童生徒 教育や生活 充実を

図っております。また、医療的ケアを必要とする児童生徒が安心して学習できるよう、平

成１５年度から、看護師資格 ある教員を当該 学校に配置し、研修を修了した教員

と連携しながら医療的ケアを実施しています。 
さらに、昭和５４年 養護学校義務制以前に障害を理由に就学義務 猶予・免除を

受け、そ 後も小・中学校で学習する機会がなかった方について、平成２４年度から、

医療機関に隣接する県立八戸第一養護学校と県立浪岡養護学校へ編入学いただ

き、これまで１６名 方が、活気 ある、有意義な学校生活を過ごされています。 

こ ２０周年 節目を契機とし、貴会が県内各地域において、会員とそ 家族 生

活 質 向上を目指し、会員相互 親睦や関係機関と 協働を深められるとともに、

障害 有無等にかかわりなく、安全に安心して暮らせる共生社会 実現につながる取

組をより一層進められますことを期待いたします。 

結びに、青森県重症心身障害児（者）を守る会 ますます 御発展と関係者 皆様

御活躍を祈念申し上げ、お祝い こと といたします。 
 



１１ 

 

 

                社会福祉法人青森県社会福祉協議会 

会 長     前 田  保 

 
 青森県重症心身障害児（者）を守る会が設立２０周年を迎えられましたことを心からお

祝い申し上げます。 

青森県重症心身障害児（者）を守る会におかれましては、平成８年の設立以来、「最

も弱いものをひとりももれなく守る」の基本理念のもとに、重症心身障害児（者）の医療、

保健、福祉及び教育の推進や社会参加を進めるために、各種研修事業の実施や提言

活動などに取り組まれてこられました。 

こうした長年の活動により、重症心身障害児（者）の福祉の増進に大きく寄与されて

きました歴代の役員の皆様、会員の皆様に深く敬意を表するところです。 

さて、近年は、障害者差別解消法の成立や障害者総合支援法の見直しなど、障害

者を取り巻く制度や環境が大きく変化しております。このような中で、重症心身障害児

（者）のさらなる福祉の増進を図り、障害に対する偏見・差別をなくし、教育や社会参加

の機会を拡大していくなど、重症心身障害児（者）の保護者や家族が相互に研鑽を深

め、政策提言を行う貴会の活動は大変重要な役割を担っています。 

青森県重症心身障害児（者）を守る会におかれましては、会員相互の情報交換や交

流事業や各種研修会の実施に取り組まれておられるほか、重症心身障害児（者）の医

療・福祉の増進や教育機会拡大のための提言活動など、多岐にわたる事業に取り組

んでおられます。 

私ども青森県社会福祉協議会においても、障害者虐待防止に向けた障害者権利擁

護事業や、判断能力の不十分な方々への支援を行う日常生活自立支援事業、地域

生活定着支援センター事業などの各種事業を通じて、本会の理念である「住民が支え

あい、誰もがその人らしく安心して暮らせる福祉社会」の実現に向けて取り組んでいると

ころです。 

今後とも、青森県重症心身障害児（者）を守る会皆様をはじめ、福祉関係者との連

携・協働により、地域福祉の一層の充実を図っていくこととしておりますので、本会への

さらなる御支援、御協力をよろしくお願い申し上げます。 

結びに、設立２０周年を契機といたしまして、重症心身障害児（者）の福祉の増進が

さらに図られますことを御期待申し上げるとともに、青森県重症心身障害児（者）を守る

会の一層の御発展をお祈り申し上げまして、設立２０周年にあたってのお祝いの言葉と

いたします。 

 



１２ 

 
 

独立行政法人国立病院機構青森病院 

院 長     和 賀  忍 

 

青森県重症心身障害児（者）を守る会 設立２０周年に当たりご挨拶申し上げます。

全国守る会 昭和３９年（１９６４年）設立から３２年、ご苦労を経て支部結成にいたった

こと 想像にあまりあるところです。そ 後も全国 活動に歩調を合わせて、とにかく子

供たち ために、特に私ども施設 側からみると、施策 決定 源流に関わってこられ

、本邦重症心身障害児者施策 踏襲施設末端たる青森病院 運営に大きな役割を

果たしてこられており、そ 力 大きさにいつも畏敬しているところです。 

守る会 数々 運動に触発され、民間 病床設置と並行する形で、国として国立療

養所 結核病床８０か所、８０８０床を重症心身障害児 ため 病床に転換し、昭和４１

年に西多賀病院（現仙台西多賀病院）など１０施設が重症心身障害児施設となりまし

た。以後、青森県で 国立病院機構青森病院（以下青森病院） 前身である国立岩

木療養所 、八戸病院に次いで、昭和４８年に４０床、翌４９年８０床としてスタートして

います。平成２６年４月から 、青森県 地域医療再生計画によって、県立医療療育セ

ンター「あすなろ」および「さわらび」から重症心身障害病床 40 床が移管され、１２０床と

なりました。 

支部結成以前 親 会と我々 病院と 関わり どうだった でしょうか。全国で

守る会設立まで 暗黒 時代だったと言い伝えられています。今、青森病院で 、歴

代 熱意ある先生方や関連部署 スタッフとご家族とが理解しあってきたことをベース

にして、歴史を積み重 ているところです。 

病院 、入院が必要な重症心身障害児者 みなさんにとって日本 中 スタンダー

ドでありたいと思っています。一方で、青森 守る会主催で行われた平成２２年 東北

ブロック大会で アトラクションをご覧になった西日本 幹部 方が、そ 明るさと力強

さに、自分たちに 決して見られないことと感動していた を忘れられません。私ども 、

こ ような皆さんと歩んでいけますことを喜びとしているところです。 

変化し続ける医療政策 中にあって、引き続きざっく らんな雰囲気 なかで、ご助

言をいただきながら先に進んでいくことできれ と思っています。守る会支部 皆さん

今後 ご健勝とご活躍を祈念してお祝い 言葉といたします。 

 



１３ 

 

 

独立行政法人国立病院機構八戸病院 

院 長    藺 藤  順 

  

 青森県重症心身障害児 (者)を守る会 設立二十周年を、心よりお祝い申し上げま

す。 

 昨年春に初めて重症心身障害児(者) 方々 診療に加わった かり 私にとって、

20 年前 もとより近年に関してですら、患者さんやご家族・守る会 皆さんが苦労しな

がら越えてきた日々 ことを知りません。 

 今回守る会 ご厚意から 10 周年記念誌を読む機会を得ました。寄稿文や座談会

記事から創立当時とそ 後 10 年間 流れを知り、守る会 三原則や親 憲章に

ついても初めて知りました。親として 固い決意 程と、障害を持つこどもさんを心から

愛おしんで暮らしてきた様を学びました。深く敬意を表します。 

 私ども 重症心身障害児（者） 皆さん 健康を守ってさしあげ、質 高い生活を楽

しんで頂けるべく努力を続けます。どうぞ守る会 皆様もお身体に ご自愛 ほどお

祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１４ 

 

 

 青森県立あすなろ療育福祉センター  

 所 長     村 上 直 弘 

 

 青森県重症心身障害児（者）を守る会の設立２０周年、誠におめでとうございます。 

平成８年の設立以来、「最も弱いものをひとりももれなく守る」という基本理念に基づき、

県内の重症心身障害児（者）の父母、保護者、またはそれに準ずる者が協力して助け

合い、重症心身障害児（者）の福祉の増進を図ることを目的に、啓発活動や関係機関

への要望活動などの様々な活動に熱心に取り組んできたことに対し、心より敬意を表し

ます。 

 青森県立あすなろ療育福祉センターでは、長い間、肢体不自由児施設と重症心身

障害児施設等として運営してきましたが、重症心身障害児（者）や肢体不自由児に対

する医療・療育・福祉サービスを将来にわたって安定的、継続的に提供することなどを

目的に策定された「青森県地域医療再生計画」を踏まえ、平成２６年度から有床診療

所を併設した福祉施設（福祉型障害児入所施設、障害者支援施設、医療型児童発達

支援センター、総合相談支援センター）として再出発したところです。 

 この間、貴会からは、県立医療療育センター整備基本構想素案策定に当たっての検

討会議への参画や、利用者説明会などの様々な機会において貴重な御意見・御提言

をいただくとともに、幅広い御支援・御協力をいただき、深く感謝申し上げます、 

 現在、当センターでは短期入所や日中一時支援、放課後等デイサービスなどにおい

て、従来に比較して多くの方々に利用していただいているところですが、障害のある方

や御家族の方々が地域でより充実して生活していくためには、今後ますます在宅ケアを

支援することが求められるものと考えています。当センターでは、有床診療所を併設し

ているなどの特色を活かし、関係機関と連携して地域で必要とする機能を果たすことが

できるよう、努力していきたいと考えています。 

 重い障害のある子どもたちが安心して地域で暮らしていくためには、関係者の架け橋

となっている「守る会」の活動が大変重要な役割を担っていると考えます。今後とも会員

のニーズを的確に把握し、重い障害のある方々や御家族のための架け橋になるよう期

待するとともに、貴会の益々の御発展を祈念します。 

 

 



１５ 

 

 

 青森県立さわらび療育福祉センター 

 所 長     蝦 名 良 孝 

  
 青森県重症心身障害児(者)を守る会設立２０周年、大変おめでとうございます。心より

お喜び申し上げます。谷川会長始め、多く 親御さんたち 積極的かつ献身的な活動

により、多く 方々 賛同を得て、こ ２０年があったことと思います。改めて敬意を表す

次第であります。 

さて、私事で恐縮ですが、私が県に入庁し、昭和 55年障害福祉課身体障害者福祉

班に配属され、身体障害者手帳 担当になってから、早いも で 36 年目を迎えます。

そ 間、障害児(者)を取り巻く環境・制度等 、大きく変化しております。それこそ当初

、戦後 「継ぎ ぎ福祉」（※私 イメージ 言葉です。従来 制度に少しずつ事業

等を付け足しして、そ 場し ぎを繰り返していた福祉という意味。）で 、も や破綻

が来ていました。大きく制度改革、システム変換しないと、実際に 現場が持たないとい

う か、各種福祉制度を維持・継続していけないところに来ていたと、田舎 行政マン

思っておりました。 

そこで国 、永続的に持続可能な福祉システム 構築に着手し、今日がある訳です

が、まだまだ利用者、関係者等満足できる制度に 、残念ながらなっていない が現

状かと思います。しかしながら、前進 できると思っております。当会 会員様 熱意、

我が子を思う深い愛情があれ 、制度 変革 可能だと信じております。社会を変革

するに 、長い時間とたゆまぬ積極的な活動が必要かと思います。当センターで 、皆

様 熱いハートを持った活動に、側面から、後方から支援を継続して参ります で、今

後ともよろしくお願いします。 

当センター 基本理念 『ともに輝いて生きる』です。要らぬことかも知れませんが、

私 人生 モットーとも合致します。人間、生きていく上で何が大事か。それ 、間違い

なく 「そ 人らしく生きる」 ことです。当センターで 、利用者 持っている病気や障害

も千差万別で、そ 生き方も千差万別と考えております。また、共に障害を持った他者

とも、健常者とも、『ともに輝いて生きる』ことができることが、最上と考えております。当然、

そ ため 日常的なケア、福祉サービス どうあるべきかを日々模索しながら施設運営

にあたっています。 

県で 、多額 一般財源へ 繰入が行われ、とても苦しい財政運営にあります。両

課長から通所棟 宣伝も十分に できないと怒られつつ、（最も）弱いも を一人も守

れないようで 、我が施設 必要性 無い。世 中（国・県） 存在意義も無いと言っ

ても、過言で 無いと思っております。貴会も当センターも目指すところ 一緒だと確信

しております。ともに将来に向かって輝けるよう、お互い精進して参りましょう。 



１６ 

 
 

 青森県立 まなす医療療育センター 

 園 長     盛 島 利 文 

 
青森県重症心身障害児（者）を守る会設立２０周年おめでとうございます。 こ 期間

に重心児に関係する制度や社会情勢 変遷もありましたが、より良い制度・環境となる

よう会が活動されましたことに敬意を表しますとともに、これからも活動が継続されること

を期待しております。私達も、北浦会長 「専門家と親とが車 両輪でなけれ ならな

い」とおっしゃられるように、少しでもお力になれるよう努力したいと存じます。 

私 、 まなす医療療育センター 職に就いて 18 年になりますが、当初、県内に重

症心身障害児施設 なく、当センターで 肢体不自由児施設重心病棟に重症心身

障害児 方が入所している状況でした。国立病院機構 重症児者 病棟も（私見で

すが）あまり充実していない状況で、前園長から最初に言われたこと 、「当センター

使命として、できるかぎり すべて 障害を持つ子ども 窓口になることを心がけよ」で

した。大病院 ように高額で精密な検査機器がある訳でも、多様な専門科がある訳でも

ありませんが、障害児に関わる周囲 情報を収集し、それぞれ 子どもに必要に応じて

どこ 専門機関につなげるか 判断・助言を行うことと、ど ような疾患であっても子ども

発達成長する力を見いだし伸 して行くリハビリテーションを提供することが、当セン

ター 役割と考えてきました。 

そ 後、会 皆様 お力もあって県内 肢体不自由児施設 一時期、当センターも

含めて他 ２つ 県立肢体不自由児施設がともに重症心身障害児施設・併設となり、

国立病院機構２施設でも重症児者を受け入れる体制が整い、成人福祉施設でも重症

児者 利用が増えてきました。しかしそ 一方で、医師不足や運営 諸問題から、現

在、県内 医療型障害児入所施設 当センターだけとなっています。県内 医療問

題や財政問題 重症児者を取り巻くサービスにも影響しています。また、長年皆様が

努力して得られた様々な仕組みも、制度を作り上げた担当者が変わり、財政的な問題

が生じる状況で、あらためて客観的な評価を要求されています。切れ目無いサービスと

いわれながら、実際 １８歳 時点で児童福祉法から障害者総合支援法に変わり、支

援程度区分によるサービス 提供になります。障害者 制度 一元化 後にも様々な

関連 審議会がありますが、そ 中でなぜ重症児者が児者一貫であるべきな かを示

すことが求められています。 

これまで 守る会 実績から、これからも様々な問題に対応されますことに、車輪

一端として協力させていただきたいと思います。これからもよろしくお願いいたします。 



１７ 

 
 
 
 
 
 
 
 

２０年の歩み 

[１９９５～２０１６] 

～最も弱いものを一人残らず守る～ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



１８ 

  平成７年度 

 

会の沿革 前史 

当時、青森「守る会」設立

の大きな原動力になったの

は、在宅生活の充実を願う

親たちでした。生活リズム

センター「ノーム」（当時岩

木町）、「青森障害者ともの

会コスモス」（青森市）、「翔

きの家」（八戸市）など、県

内各地で独自に活動してい

た仲間が、「守る会」結成を

目指してつながりました。 

また、国立病院や肢体不

自由児施設に入所する子ど

もをもつ親たちも、地域を

超えて会設立に賛同し、仲

間の輪が広がりました。 

さらに、県内の学校教育、

行政、福祉、医療の関係者が

会の賛助者として活動に加

わりました。 

【会の活動】 

●発足準備委員会を結成。

準備会を継続実施。 
（代表成田春洋） 

●活動趣意書を発表 

（12月 1日） 

県内の親がつながって 

～会設立に向け活動趣意書発表～ 

 

〜「守る会」設立の動き活発に〜 

◆
活
動
趣
意
書
か
ら 

こ
の
年
、
県
内
の
親
た
ち
は
発
足
準
備
委

員
会
を
組
織
し
、
次
年
度
の
「
守
る
会
」
設

立
に
向
け
て
、
活
動
趣
意
書
を
発
表
し
ま
し

た
。
趣
意
書
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
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「
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重
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障
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（
者
）
の
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ち
は
、
福
祉

の
谷
間
に
あ
る
重
症
児
（
者
）
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存
在
意
義

と
、
現
在
的
に
抱
え
る
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題
を
多
く
の
方
々
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て
い
た
だ
き
、
ご
支
援
を
賜
り
な
が

ら
一
歩
ず
つ
課
題
の
改
善
の
た
め
の
具
体

的
な
運
動
展
開
を
は
か
る
べ
く
、
平
成
８
年

４
月
に
「
青
森
県
重
症
心
身
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害
児
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者
）

を
守
る
会
」
の
結
成
式
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っ
て
発
会
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び
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ま
し
た
。
」
（
12
月
１
日
） 

◆
「と
も
に
」活
動
を
始
め
よ
う
！ 

当
時
の
青
森
県
で
は
、
青
森
、
弘
前
、
八
戸

の
地
域
で
、
重
症
児
（
者
）
の
日
中
活
動
を
つ

く
る
活
動
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

国
立
病
院
内
に
も
親
の
会
が
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
そ
の
活
動
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、
県
内

に
重
症
児(

者)

へ
の
理
解
を
広
げ
た
り
、
行

政
へ
の
要
望
事
項
を
話
し
合
っ
た
り
で
き
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

「
守
る
会
」
設
立
の
前
年
、
県
内
の
関
係
者

が
集
ま
り
、
施
設
入
所
者
の
生
活
の
質
を
高

め
る
こ
と
や
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

在
宅
福
祉
の
充
実
、
通
所
・
通
園
の
場
の
拡

充
、
高
等
部
教
育
・
訪
問
教
育
の
実
現
、
親
の

交
流
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。 

 



１９ 

◆
念
願
の
「守
る
会
」結
成 

「
ど
ん
な
に
障
害
が
重
く
て
も
、
地
域
で

人
々
と
と
も
に
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
社
会

を
！
」 

 

１
９
９
６
年
４
月
１４
日
。「
青
森
県
重
症

心
身
障
害
児(

者)

を
守
る
会
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
県
内
各
地
に
点
在
し
て

い
た
重
症
児(

者)

と
そ
の
家
族
が
手
を
と

り
、
と
も
に
活
動
を
始
め
た
の
で
す
。 

 

全
国
「
守
る
会
」
の
支
部
と
し
て
、
東
北

や
全
国
の
仲
間
と
つ
な
が
る
こ
と
に
も
な

り
ま
し
た
。
会
の
設
立
後
に
は
、
県
へ
の
陳

情
、
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
や
巡
回
療
育
相
談
会
の

実
施
、
さ
ら
に
在
宅
介
護
教
室
、
療
育
キ
ャ

ン
プ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

◆
高
等
部
希
望
者
全
員
入
学 

 

こ
の
年
の
4
月
、
県
内
の
養
護
学
校

で
、
重
度
重
複
障
害
が
あ
る
子
ど
も
の
高

等
部
進
学
が
初
め
て
実
現
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
、
障
害
が
重
い
子
ど
も
は
「
就

学
猶
予･

免
除
」
に
な
る
時
代
が
長
く
続
き

ま
し
た
。
１
９
７
９
年
の
「
養
護
学
校
義

務
化
」
以
降
に
義
務
教
育
が
大
き
く
広
が

っ
た
も
の
の
、
重
症
児
は
高
等
部
進
学
が

で
き
ず
、
青
森
県
で
は
事
実
上
１５
歳
で
学

校
教
育
が
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

県
内
各
地
で
、
高
等
部
希
望
者
入
学
を

要
望
す
る
署
名
活
動
や
知
事
と
の
懇
談
な

ど
が
粘
り
強
く
取
り
組
ま
れ
、「
高
等
部
希

望
者
全
員
入
学
」
が
実
現
し
ま
し
た
。 

  平成８年度 

 

【会の活動】 

●結成総会／祝賀会開催 

 （初代会長 成田春洋） 

●守る会として県へ陳情 

●社会福祉セミナー 

(旧岩木町） 

●巡回療育相談会 

(下北、三戸) 

●在宅介護教室 

(旧相馬村) 

青森県に「守る会」設立！ 

〜地域で人々と豊かに生きられる社会を〜 

会の沿革① 

   正会員数７６名 

   賛助会員５１名 

熱気あふれる結成総会が

行われました。青森県内の

親たちがともに活動を始め

た記念すべき年でした。

次々と記念行事を行われ、7

月には、県に要望書を提出

しました。内容は、①入浴・

デイサービスの拡充、②全

市町村でホームヘルプサー

ビスの実施、③通園事業の

充実、④高等部入学と訪問

教育の制度化などでした。  

会として、県に福祉や医

療の改善を要望しました。 



２０ 

  平成９年度 

 

地域ごとの活動に注目 

～関係機関とのつながりも活発に～ 

会の沿革② 

 守る会設立により、会員

同士の情報交換が活発に行

われるようになり、各市町

村で行われている福祉サー

ビス等を他の地域と比べる

ことができるようになりま

した。青森市で行われてい

た入浴サービス（金浜療護

園）や通園事業（あすなろ

学園）などを、自分たちの

地域でも実現したいという

要望が高まりました。 

また、むつ市では、養護

学校卒業後の子どもたちの

生活を支援する「ひまわり

の会」が，守る会と連携し

ながら活動を始めました。 

  
 
 
 
 
   

【会の活動】 

●市町村障害者計画参画 

●短期入所制度活用 

●訪問教育対象の子ども

が高等部入学 

●交流セミナー 

(八戸市、日浦美智江氏

講演、奈良裕之氏音楽) 

●全国大会(岩手)に参加 

(岩手花巻市) 

◆
「
分
会
活
動
」
始
ま
る 

守
る
会
と
し
て
青
森
県
に
働
き
か
け
る

だ
け
で
な
く
、
各
地
で
地
域
ご
と
の
課
題

に
目
が
向
け
ら
れ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
年
、
県
南
地
域
で
「
八
戸
分
会
」

が
で
き
、
会
員
の
話
し
合
い
が
活
発
に
行

わ
れ
始
め
ま
し
た
。
現
在
の
「
分
会
活
動
」

の
さ
き
が
け
で
す
。
む
つ
、
十
和
田
、
青

森
、
弘
前
の
地
域
で
も
特
色
あ
る
活
動
が

継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。 

八
戸
地
域
を
中
心
と
し
た
分
会
で
は
、

在
宅
支
援
の
た
め
の
「
い
こ
い
の
家
」
構

想
な
ど
を
市
に
陳
情
し
、
市
町
村
障
害
者

計
画
の
策
定
を
働
き
か
け
ま
し
た
。
青

森
・
弘
前
地
域
で
も
、
（
仮
称
）
「
障
害
者

活
動
セ
ン
タ
ー
」
が
提
言
さ
れ
、
入
浴
や

機
能
訓
練
、
教
育
的
な
活
動
の
継
続
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。 

◆
関
係
機
関
と
の
つ
な
が
り 

こ
の
年
、
国
立
療
養
所
八
戸
病
院
（
当

時
）
の
短
期
入
所
制
度
を
利
用
す
る
家
族

が
交
流
・
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
病
院
が
在
宅
生
活
を
お
く
る
家
族
の

支
え
に
な
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

や
行
事
を
作
っ
て
い
く
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
「
青
森
県
訪
問
教
育
に
高
等
部

設
置
を
願
う
親
の
会
」
と
協
力
し
、
県
に

も
訪
問
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
親
の
要

望
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
努
力
が
実
り
、

こ
の
年
に
は
、
制
度
上
入
学
が
困
難
で
あ

っ
た
訪
問
教
育
対
象
の
子
ど
も
た
ち
が
、

高
等
部
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 



 

２１ 

  平成１０年度 

 

浅虫で東北ブロック研修会 

〜「在宅」支援の課題に取り組み進む〜 

会の沿革③ 

正会員が結成時から倍増 

（１３４名） 

◆
「在
宅
」生
活
に
課
題 

 

こ
の
年
、
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
制
度

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て
、
会

員
か
ら
次
々
と
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
会
の

活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

課
題
の
一
つ
は
、
国
の
事
業
と
し
て
始

ま
っ
た
通
園
事
業
の
拡
充
で
し
た
。
一

方
、
八
戸
分
会
で
は
、
学
校
卒
業
後
に
安

心
し
て
子
ど
も
を
託
せ
る
「
生
き
が
い
の

場
づ
く
り
」（
仮
称
「
い
こ
い
の
家
」
）
を

求
め
て
、
関
係
９
団
体
合
同
で
署
名
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
短
期
入
所
に
つ
い
て
は
、
緊
急

な
場
合
に
は
各
施
設
に
直
接
申
請
し
て
、

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

【会の活動】 

●東北ブロック研修会（浅

虫、高野笑子氏講演） 

●交流セミナーin 浅虫 

 （鏡英夫氏講演） 

●社会福祉セミナー（八戸

市、小林洋子氏講演） 

●巡回療育相談開催 

(今別町、旧三厩村、蓬田

村、旧蟹田町、旧平舘村) 

●八戸分会が通所施設を求

め、署名活動を実施 

 
●県内の養護学校高等部進

学率が全国トップクラス

に向上。 

●国立療養所八戸病院 

第３回「在宅重症児（者）

の学習と交流の集い」 

 （八戸市、田代俊一氏と 

  成重良恵氏が講話） 

●八一養に訪問教育学級 

●森田養、高に重複学級 

◆
浅
虫
に
東
北
の
仲
間
集
う 

 

７
月
１１
日
〜
１２
日
に
、
第
２
回
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会
（
浅
虫
温
泉
ホ
テ
ル
松
園
）

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

東
北
６
県
全
て
に
「
守
る
会
」
の
支
部
が

結
成
さ
れ
た
た
め
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
の

な
か
で
、
学
習
と
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

記
念
講
演
と
し
て
、
東
北
３
番
目
に
設
立

さ
れ
た
法
人
立
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
施

設
「
第
二
新
生
園
」
高
野
笑
子
氏
か
ら
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

施
設･

病
院
、
そ
し
て
在
宅
と
、
家
族･

本
人
が
希
望
す
る
生
活
の
場
で
、
安
心
し
て

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。 

 



 

２２ 

   平成１１年度 

 

会の沿革④ 

 会設立以来、継続して行

われてきた「巡回療育相

談」。医師や教員、療育の専

門スタッフが、直接地域に

出向き、当事者や家族の相

談を受けました。青森県で

は、特に郡部を中心に県内

各地で行い、大変好評を得

ました。 

 

【会の活動】 

●在宅重症心身障害児（者）

家族交流会（蓬田） 

●県障害福祉課との懇談 

●巡回療育相談 

（野辺地／平内） 

●交流セミナー（大鰐町） 

●会のパンフレット完成 

●活動パネル作成 

 

●全国守る会 35周年 

「地域療育センター」構想 

 〜県との協議に願いを託して〜 

◆
県
と
の
協
議
続
く 

 

平
成
１０
年
度
、
青
森
県
の
「
心
身
障
害

児
者
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
基
本
構
想
」
を
も
と
に
、
青
森
、
八
戸
、

弘
前
に
「
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
す

る
計
画
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
始
め
ま
し

た
。 

 
セ
ン
タ
ー
構
想
に
は
、
肢
体
不
自
由
児
施

設
に
お
け
る
重
症
児
病
棟
へ
の
転
換
や
通

園
セ
ン
タ
ー
・
相
談
診
療
部
門
の
充
実
な
ど

も
含
ま
れ
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
県
の
基
本
構
想
に
は
、
守
る
会

の
意
見
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
継
続
し
て
、

県
と
の
情
報
交
換
や
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。 

◆
人
々
か
ら
共
感
を
得
る
活
動
を 

 

こ
の
年
、
青
森
守
る
会
で
は
、
会
の
存
在

を
広
く
関
係
者
に
伝
え
、
地
域
の
方
々
か
ら

理
解
を
得
る
活
動
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
展
示
用
パ
ネ
ル
の
作
成
を

行
い
ま
し
た
。 

 

八戸で行われたパネル展 

「
医
療
、
福
祉
、
教
育
」
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
会
の
活
動
の
様
子

や
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
姿
な
ど

を
、
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
、
各
地

域
で
パ
ネ
ル
展
な
ど
も
実
施
し
ま
し

た
。 

 



 

２３ 

 平成１２年度 

 
会の沿革⑤ 

 この年、より多くの方に

情報発信を行うため、会の

ホームページを立ち上げま

した。ホームページでは、

会の紹介やその時々の行事

の案内を行った他、会報「と

もに」の閲覧や意見を書き

込める掲示板の機能をもた

せました。 

【会の活動】 

●分会の集い 

●県障害福祉課との懇談 

●巡回療育相談 

 （鰺ヶ沢／深浦／弘前） 

●交流セミナー 

 （旧十和田湖町） 

 
●社会福祉セミナー 

 （青森市、小林洋子氏） 

●ホームページ開設 

●合同バザー（八戸市） 

●東北ブロック研修会参加 

 （山形県山形市） 

◆ 

分
会
活
動
が
活
発
に 

 

こ
の
時
期
、
県
内
の
分
会
の
組
織
が
定
ま

り
、
分
会
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
県
南
地
区
の
会
員
を
対

象
に
し
た
八
戸
分
会
（
（
後
の
東
分
会
）
、
東

青
地
区
を
中
心
に
し
た
青
森
分
会
（
（
後
の

中
央
分
会
）
、
弘
前
地
区
の
会
員
が
軸
に
な

っ
た
西
北
五
分
会
（
（
後
の
西
分
会
）
が
、

地
域
ご
と
の
集
ま
り
や
活
動
を
行
う
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

活
動
内
容
は
、
「
在
宅
」
会
員
と
国
立
療

養
所
や
肢
体
不
自
由
児
施
設
に
お
子
さ
ん

が
入
所
し
て
い
る
会
員
と
の
交
流
、
ま
た
交

流
セ
ミ
ナ
ー
の
分
会
ご
と
の
持
ち
回
り
開

催
な
ど
。
地
域
の
分
会
ご
と
に
、
特
色
あ
る

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 
 

  

◆ 

青
森
県
知
事
に
陳
情 

 

こ
の
年
、
青
森
県
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
及

び
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
の
早
期
実
現
に
向

け
、
青
森
県
知
事
に
直
接
陳
情
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

こ
の
両
セ
ン
タ
ー
の
整
備
が
行
わ
れ
な
い

と
、
重
症
児
者
の
行
き
場
が
な
く
、
重
症
児

通
園
事
業
の
実
施
の
め
ど
も
立
た
な
い
と
い

う
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。 
 

 

こ
の
陳
情
に
対
し
、
木
村
守
男
知
事
（
当

時
）
は
、
障
害
の
重
い
人
た
ち
の
実
態
に
あ

っ
た
施
設
・
制
度
が
県
内
に
な
い
現
状
を
ふ

ま
え
て
、
施
設
・
制
度
の
早
期
整
備
を
担
当

課
と
前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 

 
 

   県知事に直接陳情 

〜「療育センター」実現に力強く働きかけ〜 

重症児者への理解を広げた「社会福祉セミナー」開催 

小林洋子氏 



 

２４ 

 平成１３年度 

 

「であいの家あうん」開所 

〜生活の質を高めるための地域づくり〜 

会の沿革⑥ 

 会の運営を担う理事は、定

例の理事会を開催し、交流セ

ミナーの準備や県との懇談

内容、会員の生活の状況など

について活発に話し合いま

した。 

【会の活動】 

●県障害福祉課との懇談 

●交流セミナー 

（旧十和田湖町） 

●あうん感覚体験プログラ

ム（旧岩木町） 

●社会福祉セミナー（イオン

下田、吉田世津子氏講演

「まよなかのおんぶ」） 

 

◆ 

法
人
立
の
通
所
施
設 

 

「
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
簡
単
に
利
用
で

き
る
通
所
施
設
」
と
し
て
、
利
用
者
に
居
心

地
の
よ
い
空
間
を
つ
く
っ
て
き
た
「
生
活
リ

ズ
ム
セ
ン
タ
ー
ノ
ー
ム
」
（
当
時
岩
木
町
）。 

 
 

 

こ
の
年
、
「
ノ
ー
ム
」
発
足
か
ら
７
年
間

の
活
動
を
実
ら
せ
、
知
的
障
害
者
更
生
施
設

（
通
所
）
「
で
あ
い
の
家
あ
う
ん
」
を
開
所

し
ま
し
た
。（
社
会
福
祉
法
人
抱
民
舎
） 

 

障
害
の
程
度
や
年
齢
を
問
わ
ず
利
用
で

き
る
画
期
的
な
通
所
施
設
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。
重
症
心
身
障
害
が
あ
る
方
々
が
施
設

利
用
の
中
心
で
し
た
。
守
る
会
で
も
、
施
設

の
あ
り
方
や
、
当
事
者
の
「
生
活
の
質
」
を

重
視
す
る
議
論
が
高
ま
り
ま
し
た
。 

◆ 

医
療･

療
育
の
充
実
を 

 

守
る
会
で
は
、
県
内
に
あ
る
国
立
病
院
や

肢
体
不
自
由
児
施
設
の
医
療
・
療
育
関
係
者

と
学
び
あ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
年
に
は
、「
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）

の
医
療･

療
育
」
と
題
し
た
小
出
信
雄
医
師

（
国
立
療
養
所
岩
木
病
院
）
か
ら
の
寄
稿
が

会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
小
出

氏
は
、「
重
症
児
の
医
療･

療
育
は
採
算
性
だ

け
で
考
え
て
は
な
ら
ず
、
国
が
保
障
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
必
須
な
医
療
で
あ
る
」
「
守

る
会
は
、
根
拠
を
も
っ
て
、
現
状
と
要
望
を

は
っ
き
り
整
理
し
て
声
を
あ
げ
る
べ
き
。
」

と
の
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現

在
で
も
重
要
な
指
摘
で
す
。 

◆
親
の
立
場
か
ら
福
祉
を
見
直
す 

 

こ
の
年
、
下
田
町
（
現
お
い
ら
せ
町
）
に

あ
る
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内

に
て
、
社
会
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

講
師
の
吉
田
世
津
子
さ
ん
は
、
重
症
児
の

親
で
あ
り
、
東
京
で
福
祉
事
業
を
立
ち
上
げ

た
女
性
で
も
あ
り
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
親

の
思
い
や
苦
悩
、
福
祉
の
現
状
を
変
え
た
い

と
い
う
強
い
願
い
を
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 
 

会
場
内
で
は
、
地
域
の
親
の
会
や
重
症
児

者
関
係
の
施
設
の
紹
介
を
行
っ
た
ほ
か
、
守

る
会
の
紹
介
パ
ネ
ル
も
展
示
し
ま
し
た
。 



 

２５ 

 平成１４年度 

 

【会の活動】 

●感覚体験プログラム 

 （十和田市、雑木林） 

●交流セミナーin 十和田湖 

 （旧十和田湖町、湖畔荘） 

●県障害福祉課との懇談 

●東北ブロック研修会 

（岩手県、盛岡市繋温泉） 

●介護交流セミナー 

（むつ市、大城みわ子 Dr.  

 荒谷 OT、石川 PT他） 

 
全国すべての県に「守る会」

の支部設立。会員 12,000名。 

◆ 

通
園
事
業
Ｂ
型
実
施 

 

こ
の
年
、
「
養
護
学
校
卒
業
後
の
重
症
児

（
者
）
の
日
中
の
通
所
の
場
を
！
」
と
い
う

会
の
強
い
要
望
が
か
な
い
、
国
の
通
園･

通

所
の
療
育
サ
ー
ビ
ス
が
「
国
立
療
養
所
岩
木

病
院
」
（
現
在
の
青
森
病
院
）
で
始
ま
り
ま

し
た
。 

 
青
森
県
で
は
す
で
に
平
成
８
年
度
か
ら

「
あ
す
な
ろ
学
園
」
（
青
森
市
）
で
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
国
立
療
養
所
で
通
園
Ｂ

型
事
業
を
始
め
る
の
は
全
国
で
も
初
め
て

の
こ
と
で
し
た
。
（
他
県
二
病
院
含
む
） 

 

こ
れ
を
受
け
て
青
森
県
で
は
、
県
内
Ａ
型

一
施
設
、
Ｂ
型
二
施
設
と
い
う
計
画
枠
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
準
備
整
備
を
進
め
て
い
く
と
の

方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。 

 

会の沿革⑦ 

 この年の総会では、会設

立からまとめ役を担ってき

た成田春洋会長に代わり、

山田寿嗣（ひさし）新会長

が就任しました。 

 山田会長は、子どもたち

の生命や人格を尊重し、生

活を守り発展させるため、

力を合わせようと呼びかけ

ました。 

全国初！「国療」で通園事業 

 〜会の要望が施設や病院を変える〜 

◆ 

総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
構
想 

 

「
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
」
の
実
現
は
、
県

の
財
政
状
況
か
ら
正
念
場
を
迎
え
て
い
ま

し
た
。
会
報
に
よ
る
と
、
県
全
体
で
構
想
が

練
ら
れ
、
計
画
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
県
の
担
当
課
か
ら
示
さ
れ
て
い
ま
す
が

困
難
な
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
き
な
課
題
は
県
の
厳
し
い
財
政
状
況
。

さ
ら
に
医
師
の
確
保
と
並
行
し
て
検
討
さ

れ
て
い
た
肢
体
不
自
由
児
施
設
の
運
営
見

直
し
で
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
こ
の
年
に
は
、
「
新
青
森
県
障

害
者
計
画
」
の
策
定
を
受
け
て
、
あ
す
な
ろ

学
園
（
当
時
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
）
で
重

症
児
施
設
（
一
部
）
転
換
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

 



 

２６ 

  平成１５年度 

 
会の沿革⑧ 

支援費制度実施後、利用

できる福祉サービスに大き

な地域格差があることが問

題になりました。一方、利

用施設のスタッフと話し合

い、協力関係を築いていっ

た会員の 

事例も報 

告されま 

した。 
◆ 

横
浜
市
「
朋
」
に
学
ぶ 

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
横
浜
市
「
朋
（
と

も
）
」
の
活
動
理
念
を
学
び
、
目
標
に
し
て

き
ま
し
た
。
在
宅
か
入
所
施
設
（
ま
た
は
病

院
入
所
）
か
と
い
う
二
者
択
一
の
選
択
肢
で

は
な
く
、
「
朋
」
の
よ
う
に
、
生
ま
れ
育
っ

た
我
が
家
か
ら
通
え
る
日
中
活
動
の
場
を

作
り
た
い
と
い
う
話
し
合
い
が
真
剣
に
行

わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
年
の
１０
月
に
は
、「
朋
の
時
間
～
母

た
ち
の
季
節
」
と
い
う
映
画
を
八
戸
市
で
上

映
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。 

「
こ
の
子
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ほ
ど
の

人
生
が
送
れ
た
と
い
え
る
人
生
を
皆
で
作

っ
て
い
こ
う
。
」 

映
画
を
観
た
参
加
者
か

ら
、
心
が
温
か
く
な
っ
た
、
涙
が
あ
ふ
れ
た

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

【会の活動】 

●新パンフレット発行 

 

 

 

 

 

 

●東北ブロック大会 

（宮城県仙台市秋保） 

●交流セミナー 

（八戸市） 

●映画「朋の時間」上映 

（八戸市） 

 
●八戸病院で過年度卒業生 

が高等部入学 

◆ 

支
援
費
制
度
は
じ
ま
る 

 

こ
の
年
の
４
月
か
ら
、
当
事
者
が
自
ら
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
て
利
用
す
る
こ

と
を
原
則
に
し
た
「
支
援
費
制
度
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。 

 

こ
の
年
の
会
報
で
は
、
支
援
費
制
度
の
利

用
の
仕
方
や
課
題
が
繰
り
返
し
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
制
度
は
活
用
し
た
い
が
、

地
域
で
は
実
際
に
使
え
る
施
設
や
サ
ー
ビ

ス
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
、
会
員

か
ら
も
次
々
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

言
葉
や
言
葉
以
外
の
手
段
で
自
分
の
気

持
ち
を
表
現
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
々
に

と
っ
て
も
、
本
人
が
望
む
と
思
わ
れ
る
生
活

を
考
え
、
確
立
し
た
い
、
と
い
っ
た
親
や
関

係
者
の
願
い
が
読
み
取
れ
ま
す
。 

 
 

 

「支援費制度」がスタート 

 〜本人が望む暮らし方を求めて〜 

映画「朋の時間」公式パンフレットより 



 

２７ 

 平成１６年度 

 

スキーで冬の楽しみを！ 

  〜関係団体との連携強まる〜 

【会の活動】 

●東北ブロック大会 

（八戸市） 

●交流セミナー 

 （旧岩木町） 

●映画「朋の時間」上映会

（青森市） 

●在宅介護支援研修会 

（八戸市） 

 

●創立 40周年記念全国大会

（東京） 

◆ 

ス
キ
ー
が
で
き
る
！ 

 

「
重
症
児
と
ス
キ
ー
？
ま
さ
か
！
」 

 

こ
の
年
の
会
報
に
は
、
「
バ
イ
ス
キ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
特
別
な
椅
子
ス
キ
ー
を
使
っ

て
滑
り
降
り
る
会
員
の
姿
が
大
き
く
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
員
の
ス
キ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
は
、
ス
キ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
青
鳥
会
」
の
み
な
さ
ん
。
宿
泊
体
験
を
企

画
し
た
の
は
、
国
立
八
戸
病
院
（
当
時
）
と

八
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
し
た
。 

 

「
子
ど
も
が
山
の
頂
上
に
上
が
っ
た
姿
を

見
た
瞬
間
、
身
震
い
が
す
る
ほ
ど
の
感
動
を

お
ぼ
え
た
。」
（
木
村
光
子
さ
ん
） 

 

参
加
し
た
保
護
者
は
、
風
を
き
っ
て
ス
キ

ー
で
滑
る
我
が
子
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 

会の沿革⑨ 

 青森県（八戸市）で「東

北ブロック大会」が開催さ

れました。大会では、小グ

ループで話し合う「語るべ

タイム」が好評で、多くの

参加者が自分たちの経験や

気持ちを伝え合っていまし

た。 

また、八戸市では、地域

の福祉施設スタッフを対象

にした重症児者の介護研修

を行いました。摂食や介

護・訓練の専門家が講師を

担当しました。 

 

◆ 

財
政
難
と
施
策
の
変
化 

 

全
国
守
る
会
が
創
立
４０
周
年
を
迎
え
た

こ
の
年
。
青
森
県
で
は
、
支
援
費
の
財
源
不

足
が
明
ら
か
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の

見
直
し
や
縮
小
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
国
立
病
院
が
独
立
行
政
法
人
化

さ
れ
、
学
校
教
育
で
は
「
特
殊
教
育
」
か
ら

「
特
別
支
援
教
育
」
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
ま

し
た
。 

 

「
は
ま
な
す
学
園
」
（
八
戸
市
）
で
は
重

症
児
病
棟
へ
の
一
部
転
換
が
行
わ
れ
、
こ
れ

ま
で
行
き
場
の
な
か
っ
た
成
人
入
所
者
が

受
け
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
通
園
事
業
Ｂ
型
も
、「
あ
す
な
ろ
学
園
」

に
続
い
て
正
式
認
可
と
な
り
、
在
宅
生
活
へ

の
支
援
が
広
が
り
始
め
ま
し
た
。 

 

（参考写真） 



２８ 

 平成１７年度 

 

【会の活動】 

●八戸病院親の会学習会 

●分会学習会、ＦＭ出演 

●県との懇談会 

●交流セミナー 

（青森市浅虫温泉） 

 

 

 

 

 

●映画「朋の時間」上映会 

（弘前） 

●東北ブロック大会 

（秋田県秋田市） 

◆
「
自
立
支
援
法
案
」
の
問
題 

 

こ
の
年
の
夏
に
は
、
「
障
害
者
自
立
支
援

法
案
」
が
国
会
に
上
程
さ
れ
、
「
財
政
的
に

破
綻
」
と
言
わ
れ
た
支
援
費
制
度
か
ら
の
転

換
が
矢
継
ぎ
早
に
検
討
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
で
は
、
会
報
を
活
用
し
て
国
の
動
向
や

福
祉
の
現
状
、
制
度
変
更
に
よ
る
問
題
点
を

詳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。 

 
特
に
、
「
障
害
程
度
区
分
」
の
審
査
に
よ

っ
て
こ
れ
ま
で
の
病
院･

施
設
が
使
え
る
の

か
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
「
応
益
負
担
」
に

よ
り
、
負
担
増
に
な
ら
な
い
か
、
国
庫
補
助

金
が
廃
止
さ
れ
、
施
設
措
置
費･

通
園
事
業

費
な
ど
が
縮
小
さ
れ
な
い
か
な
ど
の
会
員

の
不
安
や
要
望
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
問
題

を
話
し
合
い
ま
し
た
。 

会の沿革⑩ 

   会員 ２２７名 

   正会員１７８名 

   賛助会員４９名 

会の設立から１０年が経

過しました。会員は２００

名を超えましたが、県内各

地にはまだまだ孤立してい

る家族がいます。福祉制度

が大きく変わっていくな

か、親のつながりを強める

努力が求められました。 

 会の発足から１０年！ 

   〜福祉施策激動の時代へ〜 

交流セミナーin浅虫 

◆
八
戸
病
院
親
の
会
を
訪
問 

 

山
田
会
長
と
赤
平
事
務
局
長
が
、
国
立
八

戸
病
院
（
当
時
）
を
訪
問
し
、
守
る
会
の
歴

史
と
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
親
の
会
の
み
な
さ
ん
が
、
多
数
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

施
設
や
病
院
で
生
活
し
て
い
る
お
子
さ

ん
に
と
っ
て
、
親
の
会
の
存
在
は
、
と
て
も 

大
き
な
意
義
が 

あ
り
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち 

の
生
活
を
よ
り 

よ
く
し
て
い
く 

た
め
に
、
「
守
る 

会
」
へ
の
協
力
を 

呼
び
か
け
ま
し 

た
。 



 

２９ 

  平成１8年度 

 

【会の活動】 

●県障害福祉課と懇談会 

●交流セミナー 

（八戸市、十和田市在住の

シンガー榊じゅんさん） 

●１０周年記念座談会 

●県障害者施策推進会議 

●県障害者施策推進会議 

●東北ブロック大会 

（山形県天童市） 

●兄弟姉妹支援事業 

（秋田市） 

会の沿革⑪ 

障害者自立支援法が施行

され、会では繰り返し研修

会が開かれました。会員の

情報交換では、福祉制度の

急激な変化に不安をもつ意

見や、「応益負担」に対する

疑問の声も聞かれました。 

また、施設で生活する子

どもの親からは、「医療を伴

う施設の充実は生活を支え

る根幹。在宅の方にとって

も重要な存在。」として、施

設が安定した運営ができる

施策を要望しました。 

 

 

 

   

 

交流セミナーは、 

研修、体験、情報交換の場 

◆ 

交
流
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
八
戸 

 

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
優
し
い
歌
声
に
癒
や
さ

れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
交
流
セ
ミ
ナ
ー
は

始
ま
り
ま
し
た
。
一
日
目
は
温
泉
入
浴
、
海

の
幸
に
舌
鼓
を
う
ち
、
夜
遅
く
ま
で
語
り
合

い
ま
し
た
。 

二
日
目
、
保
護
者
は
「
障
害
者
自
立
支
援

法
」
の
研
修
・
情
報
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
間
、
子
ど
も
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

散
策
。
で
こ
ぼ
こ
道
や
階
段
を
乗
り
越
え
、

絶
景
ポ
イ
ン
ト
に
到
着
。
太
平
洋
を
眺
め
、

海
風
を
感
じ
な
が
ら
、
大
き
く
深
呼
吸
。 

し
め
く
く
り
は
参
加
者
全
員
で
ゲ
ー
ム

や
ス
カ
イ
バ
ル
ー
ン
を
使
っ
た
集
団
レ
ク

で
す
。
み
ん
な
が
一
緒
に
、
手
を
伸
ば
し
た

り
風
を
感
じ
た
り
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

◆ 

あ
す
な
ろ
障
害
児
・
者
友
の
会 

青
森
市
で
は
、
障
害
児
・
者
へ
の
理
解
を

広
げ
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
輝
い
て
生
き
て

い
け
る
活
動
づ
く
り
を
目
的
に
、
「
青
森
県

立
あ
す
な
ろ
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
」
の
保
護

者
・
関
係
者
を
中
心
に
「
あ
す
な
ろ
障
害

児
・
者
友
の
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

設
立
総
会
で
は
、
守
る
会
の
理
事
で
も
あ

る
工
藤
寬
一
さ
ん
が
会
長
に
選
出
さ
れ
、
相

談
役
の
長
利
伸
一
小
児
科
長
が
、
医
療
や
福

祉
の
動
向
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。
守
る
会
で

は
、
県
内
各
地
の
親
の
会
と
横
の
連
携
を
は

か
り
な
が
ら
、
各
施
設
や
病
院
、
学
校
関
係

者
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。 

一
方
で
、
養
護
学
校
に
在
籍
す
る
子
ど
も

た
ち
の
保
護
者
に
対
す
る
啓
発
や
情
報
提

供
が
課
題
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。 



 

３０ 

  平成１９年度 

 

会の沿革⑫ 

恒例の交流セミナー（キ

ャンプ）では、保護者の学

習の他、参加するお子さん

たちを主役にした活動が毎

回工夫され、楽しみのある

行事になっています。この

年は、プロ演奏家奈良裕之

さんの幻想的な音楽を星空

の下で味わったり、温水プ

ールで水上の動きを楽しみ

ました。 

 

【会の活動】 

●10 周年記念講演会 

（日浦美智江さん、 

横浜市「朋」） 

●県障害福祉課と懇談 

●会員意向調査実施 

●交流セミナー 

（旧相馬村） 

●中央ブロック講習会 

●東ブロック交流会 

会員の声を聴き取り 

情報の共有を！ 

◆
会
員
意
向
調
査
実
施 

 

県
守
る
会
で
は
、
全
会
員
・
賛
助
会
員
を

対
象
に
「
会
員
意
向
調
査
」
に
取
り
組
み
ま

し
た
。 

「
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
や
全
国
大
会
の
情

報
提
供
、
施
設
・
病
院
の
情
報
、
行
政
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
等
が
総
会
、
学
習
会
、

広
報
を
通
し
て
わ
か
り
や
す
い
。
」「
も
っ
と

情
報
が
ほ
し
い
。
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
生

活
の
質
の
向
上
の
た
め
に
、
県
守
る
会
の
会

員
の
つ
な
が
り
、
情
報
の
共
有
が
大
事
だ
と

感
じ
ま
し
た
。 

多
数
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
一
つ
一
つ
理

事
会
で
確
認
し
、
会
の
現
状
と
課
題
と
し
て

話
し
合
い
、
今
後
の
会
の
運
営
に
生
か
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

◆
日
浦
美
智
江
さ
ん
講
演
会 

会
設
立
１０
年
を
記
念
し
て
、
日
浦
美

智
江
さ
ん
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

「
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
母
親
が
、
最
初

か
ら
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
母
に

な
っ
て
突
然
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
母

に
な
る
の
で
す
。
嘆
き
、
戸
惑
い
、
悲
し

み
、
混
乱
の
中
か
ら
、
命
を
守
り
な
が
ら

母
に
な
っ
た
の
で
す
。･

･

。 

こ
の
子
（
障
害
児
）
が
い
た
か
ら
こ
れ

だ
け
の
人
生
し
か
送
れ
な
か
っ
た
で
は

な
く
、
こ
の
子
が
い
た
か
ら
、
こ
れ
だ
け

の
人
生
が
送
れ
た
、
が
合
言
葉
に
な
り
ま

し
た
。
母
親
た
ち
が
誇
り
を
も
っ
て
生 

き
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
を
誇
り
に
思

う
こ
と
に
つ
な
が
り
、
母
親
た
ち
が
胸
を

張
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
、

そ
う
思
い
ま
し
た
。」
（
日
浦
美
智
江
氏
）  



 

３１ 

  平成２０年度 

 

会の沿革⑬ 

 年次総会で、谷川幸子新会長

が選任されました。6 年間真摯

に会の活動を広げてきた山田

寿嗣会長の思いを次につない

でいこうと総会で確かめ合い

ました。  

谷川新会長は、全国守る会と

連携しながら、児・者一貫制度

の継続や命の大切さのメッセ

ージを、社会の共感を得ながら

地域や行政に届けていきたい、        

と決意表明し 

ました。 

   

【会の活動】 

●県との懇談会 

●交流キャンプ 

（八戸市） 

●あすなろ・さわらび親の会 

交流会 

●シーティングセミナー 

（中央分会） 

●県障害福祉課へ要望書提出 

●東北ブロック大会 

 （宮城県秋保温泉） 

●全国大会 

（北海道札幌市） 

施設部会の活動活発に！ 

子どもにかわって声をあげよう 

◆
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン 

 

恒
例
の
交
流
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
理
学
療
法

士
の
赤
池
先
生
（
弘
前
大
学
）
か
ら
、
本
人

の
状
態
に
合
わ
せ
た
新
素
材
の
ク
ッ
シ
ョ

ン
の
使
い
方
を
体
験
し
ま
し
た
。 

正
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
で
体
も
心
も

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
と
、
筋
肉
か
ら
も
力
が

抜
け
、
自
律
神
経
が
調
整
さ
れ
ま
す
。
正
し

い
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
知
る
こ
と
は
、
正
し

い
介
助
方
法
を
知
る
と
い
う
こ
と
だ
と
わ

か
り
ま
し
た
。 

み
る
み
る
体
の
緊
張
が
抜
け
、
ク
ッ
シ
ョ

ン
を
正
し
く
使
う
と
朝
ま
で
ぐ
っ
す
り
眠

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
。

姿
勢
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
学
習
で
し
た
。 

 
 

◆
医
師
確
保
へ
の
不
安 

こ
の
年
、
県
立
さ
わ
ら
び
医
療
療
育
セ
ン

タ
ー
の
常
勤
医
師
の
確
保
が
で
き
ず
、
施
設

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
が
発
生
し
ま

し
た
。
重
症
児
の
施
設
で
あ
り
、
県
守
る
会

で
も
署
名
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。 

結
果
と
し
て
は
、
閉
鎖
の
危
機
は
回
避
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
名
の
常
勤
医
師
と

非
常
勤
医
師
で
は
、
常
勤
医
師
の
負
担
が
多

く
、
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

医
師
不
足
と
い
う
問
題
は
、
全
国
ど
こ
で

も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
「
最
も
弱

い
も
の
を
も
れ
な
く
守
る
」
た
め
に
、
声
を

あ
げ
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
い
こ
う
と
確

か
め
合
い
ま
し
た
。 

北海道で行われた全国大会に参加 



 

３２ 

  平成２１年度 

 

【会の活動】 

●医療・福祉の環境整備に

ついて県へ陳情 

●県知事・各党要望書提出 

●ポジショニングセミナー

（中央分会） 

●就学猶予・免除者へアン

ケート実施 

●地域指導者要請研修 

●交流セミナー（青森市） 

●東北ブロック大会 

（岩手県 花巻市） 

会の沿革⑭ 

「学校に行きたかった。」

「教育を受けることで本人

が成長した。」 

東北ブロック大会の分科

会では、学校教育を受けら

れるようになった過年度卒

業生や学齢超過者の保護者

の皆さんの声を聴きまし

た。 

会では、県内でアンケー

ト調査を行い、学習会を開

きました。そして、「学齢超

過者」の就学を、県に粘り

強く訴えていきました。 

学齢超過者の就学を目指して 

県の医師不足への対応も急務に 

◆ 

学
齢
超
過
者
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施 

重
度
の
障
害
を
理
由
に
し
て
義
務
教

育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
「
学
齢
超
過

者
」
の
方
々
は
、
青
森
県
で
も
多
数
お
ら

れ
ま
す
。
会
で
は
、
こ
の
年
か
ら
継
続
し

て
「
未
就
学
者
に
教
育
の
機
会
を
」
と
い

う
要
望
を
県
に
働
き
か
け
ま
し
た
。
、 

 

会
員
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

「
こ
れ
ま
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
義
務

教
育
を
希
望
す
る
。
」
と
い
う
方
の
存
在

も
わ
か
り
ま
し
た
。
早
期
に
学
校
教
育
の

門
戸
が
開
か
れ
る
よ
う
、
家
族
か
ら
の
聞

き
取
り
や
ご
本
人
の
状
況
の
把
握
を
行

い
、
県
と
の
協
議
を
継
続
し
て
い
き
ま
し

た
。 

◆ 

県
知
事
へ
要
望
書
提
出 

 

重
症
身
心
障
害
児
（
者
）
施
設
で
は
、
一

時
常
勤
医
師
の
確
保
の
見
通
し
が
立
た
な

く
な
る
と
い
う
深
刻
な
事
態
が
お
き
ま
し

た
。
重
症
児
（
者
）
に
と
っ
て
、
生
活
の
基

盤
と
な
る
医
療
・
福
祉
環
境
は
不
可
欠
で
、

大
き
な
問
題
で
し
た
。 

会
で
は
重
症
児
（
者
）
の
医
療
・
福
祉
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
の
要
望
書
を
青
森
県

や
各
政
党
に
提
出
し
ま
し
た
。
県
は
、
国
の

「
地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例
交
付
金
」
を
活

用
し
て
、
周
産
期
と
重
症
身
心
障
害
児
の
医

療
体
制
を
充
実
さ
せ
た
い
。
」
と
し
て
改
善

策
を
立
案
し
ま
し
た
。
そ
の
後
「
青
森
県
地

域
医
療
再
生
計
画
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

写
真
は
「
東
奥
日
報
」
読
者
相
談

室
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

（
知
事
へ
の
要
望
書
提
出
） 



 

３３ 

  平成２２年度 

 

会の沿革⑮ 

 この年、「障害者自立支援

法」が見直しになりました。

「施設は不要。在宅で暮ら

せないのは人権侵害」とい

う意見が出され、守る会で

は署名活動に取り組みまし

た。入所、在宅どちらも医

療・関係施設の存在が重要

です。医師不足、制度改革

について、会として行政に

意見交換や陳情を行いまし

た。 

 
 
 
 
 
   

【会の活動】 

●青森圏域等療育機能検討

会議参加 

●母親部会茶話会（東分会） 

●県に要望書提出 

（在宅支援予算について） 

●東北ブロック大会開催

（十和田市奥入瀬） 

●青森県教育庁との情報交

換 

●学齢超過者就学に係る検

討会議作業チーム参加 

●青森県障碍者施策推進協

議会参加 

◆ 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催 

三
度
目
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
、
奥
入

瀬
渓
流
ホ
テ
ル
（
十
和
田
市
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

恒
例
の
「
語
る
ベ
タ
イ
ム
」
で
は
、
施
設

入
所
と
在
宅
会
員
を
分
け
ず
に
、
五
つ
の
課

題
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
二
日

目
の
講
演
は
、
さ
わ
ら
び
医
療
療
育
セ
ン
タ

ー
所
長
吉
村
伊
保
子
先
生
の
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
吉
村
先
生

は
「
重
症
児
者
に
と
っ
て
自
立
と
は
存
在
そ

の
も
の
、
輝
く
存
在
で
あ
る
。
磨
け
ば
よ
り

輝
く
、
と
も
に
あ
る
も
の
も
輝
き
を
増
す
。
」

と
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
懇
親
会
も

ス
コ
ッ
プ
三
味
線
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

青森流のおもてなし 

～盛会に終わった東北ブロック大会～ 

◆ 

地
域
医
療
再
生
計
画 

こ
の
年
に
は
、
県
立
施
設
の
医
師
不
足
と

い
う
大
き
な
問
題
が
浮
上
し
ま
し
た
。
国
の

交
付
金
を
活
用
し
た
「
青
森
県
地
域
医
療
再

生
計
画
」
計
画
が
採
択
。
各
施
設
・
病
院
で

医
療
と
福
祉
の
役
割
分
担
を
し
、
医
師
は
青

森
病
院
へ
集
約
、
県
立
の
あ
す
な
ろ
・
さ
わ

ら
び
療
育
セ
ン
タ
ー
は
福
祉
型
へ
転
換
に

な
る
と
い
う
案
で
す
。
会
員
か
ら
、
医
療
の

後
退
に
つ
な
が
ら
な
い
か
不
安
の
声
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。
重
症
児
者
に
と
っ
て
医

療
・
施
設
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
医
師

不
足
と
県
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
問
題
で

す
が
、
当
時
者
・
保
護
者
の
思
い
、
要
望
を
、

県
に
伝
え
続
け
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。 

２５８名の参加。  

「語るべタイム」もなごやかに・・。 



 

３４ 

  平成２３年度 

 

会の沿革⑯  

 この年に開催された「交

流セミナーin 平川」に、ボ

ランティアとして参加した

高校生が、その時の体験や

感じたことなどを作文に綴

りました。その作文が、内

閣府主催の「心の輪を広げ

る体験作文」で最優秀賞を

受賞されました。その作文

は２０１３年３月発行の会

報「ともに…」誌上にて紹

介されています。 

 活動を通して、守る会の

理念が次世代を担う若者に

広く浸透して受け継いでい

ってもらえることは、とて

も嬉しいことでした。 

◆
３
．
１
１
の
被
害 

３
月
１１
日
午
後
２
時
４６
分
、
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
巨
大
地
震
と
津
波
が
東

日
本
各
地
を
襲
い
ま
し
た
。
会
で
は
、
県

内
の
会
員
か
ら
、
震
災
当
時
の
被
害
状
況

を
聞
き
取
り
ま
し
た
。
震
災
時
に
は
、
安

否
確
認
な
ど
の
情
報
の
不
通
、
ガ
ス
・
水

道
・
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
断

絶
、
生
活
用
品
・
食
料
な
ど
の
物
資
不
足
、

ガ
ソ
リ
ン
不
足
、
物
流
の
停
滞
な
ど
県
南

地
域
を
中
心
に
混
乱
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

在
宅
の
場
合
、
停
電
に
よ
り
人
工
呼
吸

器
や
痰
の
吸
引
器
が
使
え
な
い
、
移
動
手

段
が
な
い
た
め
に
薬
や
経
管
用
栄
養
剤

が
手
に
入
ら
な
い
、
避
難
所
で
は
周
り
に

気
を
つ
か
っ
て
落
ち
着
け
な
か
っ
た
、
な

ど
の
状
況
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

【会の活動】 

●青森圏域等療育機能検

討会議に参加 

●教育・福祉セミナー 

（青森市） 

講師：猪狩恵美子氏 

（福岡教育大学教授） 

●交流セミナー 

（平川市） 

●分会の集い 

（東、北分会） 

●東北ブロック大会 

（秋田県大潟村） 

●全国大会中止 

（震災のため） 

 
 

◆
大
震
災
を
教
訓
に
し
て 

全
国
守
る
会
で
は
、
震
災
直
後
に
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、
情
報
収
集
や
情
報

発
信
に
尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
知
的

障
害
・
発
達
障
害
関
係
団
体
災
害
対
策
連

絡
協
議
会
」
の
構
成
団
体
と
し
て
、
厚
労

省
や
被
災
地
県
本
部
と
の
連
携
に
大
き

な
役
割
も
担
い
ま
し
た
。 

今
後
行
政
に
は
福
祉
避
難
所
の
確
保
、

在
宅
障
害
児
者
の
名
簿
作
成
、
安
否
確
認

の
手
段
の
確
立
を
望
み
ま
す
。 

県
守
る
会
で
も
、
在
宅
障
害
者
の
孤
立

を
ど
う
防
ぐ
か
が
課
題
と
な
り
、
会
員
連

絡
網
の
作
成
を
検
討
し
た
り
、
会
報
「
と

も
に
…
」
の
誌
上
で
簡
易
担
架
の
紹
介
を

し
て
、
防
災
意
識
へ
の
喚
起
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

東日本大震災の教訓 

～震災被害から問われること～ 

「就学猶予・免除」により未就

学の方に豊かな学校教育を求

める「教育・福祉セミナー」を

実施しました。 

猪狩恵美子先生 



３５ 

  平成２４年度 

 

会の沿革⑰ 

 県守る会が長年要望を出

し続け、県教育庁と協議を

重ねてきた学齢超過者の就

学受け入れが、ついに実現

しました。「教育に遅すぎ

るということはない」こと

を実感しました。 

 

学齢超過者の受け入れ開始 

～豊かな学校生活を～ 

◆
生
ま
れ
て
初
め
て
の
学
校 

こ
れ
ま
で
障
害
が
重
い
な
ど
の
理
由

で
「
就
学
猶
予
・
免
除
」
を
受
け
、
学
校

教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
々
が
い

ま
し
た
。
青
森
県
で
は
、
平
成
２４
年
４

月
か
ら
、
希
望
者
は
養
護
学
校
に
小
学
６

年
時
へ
の
編
入
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
守
る
会
の
粘
り
強
い
要
望

や
県
と
の
協
議
が
実
り
ま
し
た
。
こ
の
年

は
、
５０
代
と
６０
代
の
希
望
者
３
名
が
入

学
し
ま
し
た
。 

ど
ん
な
に
障
害
が
重
く
て
も
、
何
歳
に

な
っ
て
も
、
教
育
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
学

ぶ
喜
び
や
人
と
か
か
わ
る
嬉
し
さ
は
か

け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
小
６
と
中
３

の
二
年
間
だ
け
の
「
義
務
教
育
」
で
す
が
、

高
等
部
進
学
の
道
も
開
か
れ
ま
し
た
。 

  

 
【会の活動】 

●青森県障害者施策推進 

協議会に参加 

●「新青森県障害者計画 

（仮称）」策定に係る

懇話会に参加 

●「ろうきん地域貢献活 

動きらら」奨励賞受賞 

●集団指導療育キャンプ

in 野辺地 

 (まかど温泉ホテル) 

●西分会 ソフト食、脱

水症、摂食と口腔ケア学

習会 

●東北ブロック大会 

 （山形県天童市） 

 

●全国守る会の北浦会長 

が東京都名誉都民に選 

ばれる 

●青森県で学齢超過者３ 

名編入学 

 

◆
災
害
時
に
孤
立
し
な
い
た
め
に 

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
で
大
き

な
問
題
に
な
っ
た
「
災
害
時
の
在
宅
障
害
児

者
と
家
族
の
孤
立
」
の
課
題
改
善
に
向
け
、

県
内
各
地
域
の
「
福
祉
避
難
所
」
の
現
状
を

調
査
し
ま
し
た
。
平
成
２４
年
５
月
現
在
で

９
市
町
村
が
受
け
入
れ
場
所
を
確
保
し
た

も
の
の
、
物
資
の
備
蓄
は
こ
れ
か
ら
と
い
う

状
況
で
し
た
。
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、

行
政
へ
の
対
応
を
求
め
な
が
ら
も
、
会
員
同

士
が
連
絡
を
取
り
合
い
、
支
援
が
必
要
な
方

を
関
係
者
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
だ
と
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
分
会

行
事
に
参
加
し
、
身
近
な
会
員
同
志
や
関
係

者
と
平
常
時
か
ら
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。 



 

３６ 

  平成２５年度 

 

会の沿革⑱ 

この年は、９月にむつ市

で交流セミナーが初開催さ

れたことに加え、１１月に

は同じくむつ市で母親部会

が開催されました。守る会

の活動が着実に県内全域に

広がってきたことを実感で

きた年でした。また、下北

地域の福祉の遅れや施設サ

ービスの格差について、会

全体で改善を働きかけてい

くことを確認しました。 

【会の活動】 

●ＮＰＯ法人設立総会 

●交流セミナーin むつ 

 （むつグランドホテル） 

●分会の集い 

（中央、西、東、北分会） 

●東北ブロック大会 

（福島県郡山市） 

●みちのく・ふるさと貢

献基金受賞 

●県障害福祉課に要望書

提出 

●北海道東北地区重症心

身障害研修会開催 

  （青森市） 

●青森県で学齢超過者６

名編入学 

下北で交流セミナー初開催 

～県内から１１家族、総勢５４名の参加～ 

 

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立 

 

県
守
る
会
の
活
動
を
、
よ
り
重
層
的
に

展
開
す
る
た
め
に
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
重
症
心

身
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
あ
お
も
り
」
が
１０

月
９
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

守
る
会
を
母
体
と
す
る
法
人
が
成
年
後

見
業
務
を
行
い
、
保
護
者
と
思
い
を
共
有

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
適
正
に
行
う

こ
と
で
、
重
い
障
害
を
も
つ
方
の
権
利
擁

護
と
生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
目
的
で
す
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
守
る
会
の
活
動
が
両
輪

と
な
っ
て
、
よ
り
幅
広
い
支
援
と
地
域
社

会
へ
の
啓
発
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

◆
下
北
に
守
る
会
の
つ
な
が
り 

 

下
北
地
域
に
住
む
会
員
の
活
動
が
活
発

に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
北
分
会
の

会
員
や
賛
助
会
員
が
中
心
に
な
り
、
初
め

て
む
つ
市
で
交
流
セ
ミ
ナ
ー
が
９
月
２８
日

(

土)

２９
日(

日)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

県
内
の
各
地
域
の
保
護
者
や
会
員
と
学

び
あ
い
な
が
ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
研
修
、

温
泉
入
浴
、
会
食
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し

て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
が
で
き
ま
し

た
。
下
北
地
域
の
状
況
を
、
他
地
区
の
会

員
が
理
解
す
る
機
会
に
も
な
り
、
地
域
や

年
代
を
越
え
た
人
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り

ま
し
た
。
守
る
会
の
良
さ
を
改
め
て
実
感

で
き
た
セ
ミ
ナ
ー
に
な
り
ま
し
た
。 



３７ 

  平成２６年度 

 

全国守る会５０周年 

～最も弱いものを一人ももれなく守る～ 

会の沿革⑲ 

 前年度の障害者関連法の

施行や今年度の県内の医

療・療育環境の再編など、生

活に直接関わる大きな変革

が相次ぎました。こうした

変化に対して会員からは不

安や新たな要望などの声が

挙げられました。県守る会

として、今後も引き続き関

係機関に働きかけていくこ

とが確認されました。 

 
   
【会の活動】 

●交流セミナーin 浅虫 

 （浅虫温泉海扇閣） 

●県障害福祉課、むつ市

障害福祉課に要望書提

出 

●全国守る会創立５０周

年記念大会（東京） 

●定時総会講演「財産と

相続について」（横山航

平弁護士） 

●北分会講演会「愛しき

かな療育」（元さわらび

医療療育センター所長 

吉村伊保子先生） 

●東北ブロック大会 

（宮城県松島町） 

国立病院機構青森病院 

国立病院機構八戸病院 

◆
安
心
の
療
育
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

 

こ
の
年
の
４
月
か
ら
、
青
森
県
の
地
域

医
療
再
生
計
画
に
基
づ
い
て
、
あ
す
な
ろ
、

さ
わ
ら
び
の
両
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
が
、

医
療
型
施
設
か
ら
福
祉
型
施
設
に
転
換
し

ま
し
た
。
あ
す
な
ろ
療
育
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
は
歯
科
診
療
科
や
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
国
立
病
院
機
構
青
森
病
院
と
八

戸
病
院
で
は
、
病
棟
が
新
設
、
ベ
ッ
ド
数
も

増
床
さ
れ
、
入
所
枠
が
拡
大
し
ま
し
た
。

（
ト
ピ
ッ
ク
２
・
３
を
参
照
） 

 

県
守
る
会
で
は
、
地
域
医
療
再
生
計
画

検
討
会
議
の
一
員
と
し
て
、
保
護
者
の
不

安
や
要
望
を
県
に
伝
え
、
暮
ら
し
や
す
い

環
境
と
生
活
の
改
善
を
求
め
て
、
行
政
に

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

◆
「
守
る
会
」
５０
年
間
の
歩
み 

 

昭
和
３９
年
「
社
会
の
役
に
立
た
な
い
人

に
国
の
税
金
は
使
え
な
い
」
と
の
声
も
聞

か
れ
た
世
相
の
中
で
、
同
じ
苦
悩
を
も
つ

親
た
ち
が
「
守
る
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
５０
年
。
社
会
に
理
解
と
共
感

の
輪
を
広
げ
る
会
の
活
動
は
、
現
在
の
福

祉
制
度
や
街
づ
く
り
に
影
響
を
与
え
、
最

も
弱
い
子
ど
も
た
ち
の
命
と
生
活
を
守
っ

て
き
ま
し
た
。 

 

現
在
の
福
祉
制
度
や
事
業
は
、
あ
た
り

前
に
で
き
た
も
の
で
は
な
く
、
先
輩
達
が

切
り
開
い
て
き
た
結
果
で
す
。
こ
の
歩
み

を
決
し
て
途
切
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
未

来
へ
と
繋
げ
て
い
こ
う
と
確
認
し
ま
し

た
。 



 

３８ 

 平成２７年度 

 

青森県守る会２０周年 

～活動の原点を大切にして～ 

【会の活動】 

●青森県重症心身障害児

（者）を守る会 

設立２０周年 
●青森県集団指導療育 

キャンプ（大鰐町） 

●県障害福祉課との懇談 

●東北ブロック大会 

 （岩手県） 

会の沿革⑳ 

 青森県に守る会が結成さ

れてから20年が経ちました。

『最も弱いものを一人もも

れなく守る』という理念のも

と、交流キャンプをはじめ、

分会活動、要望書提出、障害

者施策への積極的な参画な

どの活動を拡充させてきま

した。 

 一方県内では、医療や短期

入所等の充実、防災、乳幼児

を育てる家族支援など課題

も山積しています。新たな一

歩につなげていきましょう。 

 

 

 
 
 
 
 
   

 

◆
重
い
障
害
が
あ
る
乳
幼
児
の 

地
域
生
活
を
支
え
る 

 

５
月
に
行
わ
れ
た
総
会
と
研
修
会
の
場

で
、
青
森
県
の
福
祉
事
情
に
対
す
る
様
々

な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。 

 

研
修
会
で
は
県
立
中
央
病
院
の
網
塚
貴

介
医
師
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
医
療
の
進

歩
で
救
っ
た
命
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
。

そ
の
家
族
を
ど
う
支
え
て
い
く
か
。
」
に
つ

い
て
問
題
提
起
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

乳
幼
児
期
の
療
育
と
、
家
族
へ
の
必
要

に
応
じ
た
相
談
体
制
、 

医
療
と
連
携
し
た 

地
域
生
活
の
課
題 

に
意
見
を
出
し
合 

い
ま
し
た
。 

 

◆
親
の
立
場
に
た
っ
た
成
年
後
見 

 

親
の
会
に
お
け
る
第
三
者
後
見
の
割
合

が
、
一
年
間
で
２０
％
か
ら
３０
％
に
増
え
て

い
る
こ
と
が
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
分
科

会
（
国
立
施
設
部
会
）
で
報
告
さ
れ
ま
し

た
。 後

見
人
が
第
三
者
に
変
わ
る
と
、
親
や

親
族
の
面
会
交
通
費
が
認
め
ら
れ
な
い
ケ

ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
親
の
面
会
が
減

っ
た
り
、
親
の
会
の
活
動
に
も
支
障
が
出

た
り
し
て
、
正
会
員
が
減
っ
て
い
る
と
い

う
現
実
が
あ
り
ま
す
。 

 

保
護
者
の
立
場
に
た
っ
て
成
年
後
見
事

業
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
重
症
心
身
障
が

い
者
サ
ポ
ー
ト
あ
お
も
り
」
の
役
割
が
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。 

会員研修シンポジウム 



３９ 

 平成２８年度 

 
◆
「
と
も
に
」
創
り
あ
げ
た
大
会 

大
会
二
日
目
は
、
「
み
ん
な
で
語
ろ
う
」

と
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
熊
本

県
の
方
か
ら
、
地
震
見
舞
い
の
お
礼
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。「
み
ん
な
で
語
ろ
う
」
で

は
、
福
祉
制
度
や
本
人
、
保
護
者
の
高
齢

化
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
後
半
は
兄
弟
姉
妹
に
焦
点
を

あ
て
た
話
し
合
い
に
な
り
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
ご
来
賓
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
北
海
道
（
施
設
入
所
）
と
青
森
（
在

宅
）
の
意
見
発
表
で
は
、
来
賓
や
参
加
者

が
涙
な
が
ら
に
二
人
の
発
表
を
聞
く
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
国
な
ど
に
提

出
す
る
た
め
の
要
望
書
（「
超
重
症
児
の
短

期
入
所
の
受
け
入
れ
強
化
」
な
ど
全
６
項

目
）
を
採
択
し
ま
し
た
。 

会
の
設
立
２０
周
年
の
節
目
に
開
催
さ
れ

た
全
国
大
会
。
守
る
会
本
部
の
ス
タ
ッ
フ

と
現
地
ス
タ
ッ
フ
が
協
力
し
、
多
く
の
会

員
、
賛
助
会
員
に
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
大
成
功
の
も
と
大
会
の
全

日
程
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

◆ 

念
願
の
全
国
大
会
開
催 

平
成
２８
年
６
月
１８
日
（
土
）
・
１９
日

（
日
）
、
青
森
市
の
ホ
テ
ル
青
森
と
リ
ン
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
（
青
森
市
文

化
会
館
）
を
会
場
に
、「
第
５３
回
重
症
心
身

障
害
児(

者)

を
守
る
全
国
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
九
五
〇
名
を
超
え
る
参
加

者
が
全
国
各
地
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。 

一
日
目
は
、
行
政
報
告
と
分
科
会
、
懇

親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
笑

顔
と
あ
た
た
か
い
お
も
て
な
し
を
心
が

け
、
元
気
に
声
を
掛
け
合
い
、
全
国
の
方
々

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
ま
た
、
分
科
会
で

は
、
国
立
施
設
・
重
症
児
施
設
・
在
宅
・

母
親
の
部
会
ご
と
に
行
わ
れ
活
発
な
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

夜
の
懇
親
会
で
は
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
各

支
部
長
に
よ
る
地
酒
の
鏡
開
き
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。「
東
北
六
魂
酒
」
を
銘
打
っ
た

東
北
自
慢
の
地
酒
コ
ー
ナ
ー
も
好
評
で
し

た
。
青
森
と
い
え
ば
、
ね
ぶ
た
祭
。
会
場

に
鳴
り
響
く
太
鼓
の
音
や
、
笛
・
手
振
り

鉦
の
リ
ズ
ム
の
な
か
、
会
場
狭
し
と
「
跳

人
」（
は
ね
と
）
が
乱
舞
し
、
参
加
者
の
心

が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。 

初の全国大会青森開催！ 

～新たな一歩を踏み出す～ 
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青森で学び、語り、つながりを深めた全国大会  
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～届け！わたしたちのねがい～ 
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